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活動を通し仲間づくりをすることにより差別を見抜き、許さない、差別と闘う感性を身につけることができ今
後も継続して行う。

目標

H18（目標）指標設定の考え方

対象者（参加者）が増加することにより、より一層の児童たちの健
全育成が図れると考え指標にした。
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子どもたちが自らが事業計画をたて、部落差別の解決に向けた取り組みを含めあらゆる事柄に対し仲間と共に共同で実施する力を養ったり、生
涯学習の一環として、土曜日を開放し、あらゆる事柄にチャレンジできる子どもの育成を図る。
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伊賀市　事務事業評価シート

児童が交流を通し、部落差別の解決に向けた取り組みを含めあらゆる事
柄に対し自らが考え協力し合いながら自主性や幅広い仲間づくりができて
いる。

成果（どうなるのか）

まえがわ児童館事業

担当部課名 児童館管理運営費いがまち人権センター

8 子どもを産み育てやすい環境をつくる
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近年、子どもを取り巻く状況は、非常に厳しく、学校においてはいじめや不登校の問題、また、家庭内における親子関係の問題、さらには、犯罪の低
年齢化などが大きな問題となっている。子どもの人権を考えていくためには、子供同士の仲間つくりの強化、また、保護者や地域ぐるみで子どもを育
むことが必要である。そのため事業を通じ子供同士は無論、地域間、世代間での交流を積極的に行っていく。
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